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参加いただけることとなりました。第二部「特
別の教育課程による日本語指導の開始に向けて」
でご説明いただく予定です。オープンな場でこ
のようなお話を伺える機会はほとんどないと思
います。質疑応答の時間も設けているので、特に、
学校・教育行政関係者の方には是非ご参加いた
だきたいと思います。
学部関連の話になりますが、国際学部では、
今年度より学部構成員の研究成果を国際学叢
書として継続的に刊行して行く方針を立てまし
た。来春刊行予定の叢書は、自分が「地域のグ
ローバル化―外国人児童生徒教育を中心に」と
題するものを準備中です。そこには 4 年間の
HANDS の歩みと成果、課題などを含めるつも
私の名前は、ロドリゴです。ブラジルで生まれま
した。27 才です。愛知県の豊田に住んでいます。
その豊田市で英語の先生をしています。
10 才で日本に来ました。その時、日本語は全く
わかりませんでした。私は、日本語の能力がゼロだっ
たので、みんなから「ばか」とよく言われていました。
先ほどの高校進学ガイダンスの話を、小中学生
のみなさん、興味を持って聞いていましたか？自分
たちがこれが欲しいな、これがないと困るな、と思っ
たら、自分で本気になって選ぶと思います。だから、
この高校ってどんな部活があるの？その高校に行っ
りです。HANDS がスタートしたのは平成 22 年
度ですが、その前数年間は、外国人児童生徒教
育の現状・課題やニーズ把握を主な目的とした
調査研究をしていました。それらのベースがあっ
て HANDS が実現したので、実質的に HANDS
は 9 年近くの歴史を持っています。最初から今
日まで関わってきた唯一の人間が自分なので、
授業ではそのことを強調してHANDS の歴史を
一度話すのですが、学生たちにとってかなり興
味深い話しのようです。HANDS に関わる学生
も広がるとともに、その関わり方もより深まっ
てきているように感じます。HANDS は何をな
すべきか、何が出来るのか、皆様と一緒に考え
ていきたいと思っています。
たら、どんな勉強ができるの？ということを自分で
考えると、楽しそうな学校を選べるんじゃないかな。
僕のお父さんがある日、汚い作業着を着て帰っ
てきて、「ロドリゴ、お前もこうなりたいのか。汚い
作業着を着て、仕事したいのか？」と言いました。
僕は、「いやだ」と答えました。「じゃあ、お前の
今の仕事は何だ？」と言われ、「勉強かな」と答
えました。学校に行って、勉強する一番の理由は、
今学校に行って学ぶことがあとでそれが君たちの
ご飯になる、君たちが欲しいかっこいいバイクにな
る、車になる、フットサル場付きの家になるから、
だと思います。
仕事をしていると単調な毎日だな、仕事に行きた
くないな、と思う日もあります。でも、学校に行くと、
部活ではサッカーを、授業では英語を教えていて楽
しいですし、学活の時間では学級の子どもたちと
たくさん遊べて楽しいです。だから、給料はあまり
高くなくても今の仕事には大満足です。
みんなは、どんな夢を持っているかな。今、大
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人の人たちは、たくさんの失敗などを経験して、「そ
んなの、難しいよ」「そんなの、無理だよ」という
思い込みがあって、ついそう子どもに言ってしまい
がちです。「その夢、難しくない？」と大人が言う
と、「夢持つことって難しいな」と子どもは思って
しまうのではないかな？もっと、私たち保護者や教
師が、「できるよ。やってみようよ」と言って、やり
きるまでやらしてあげないといけないのではないで
しょうか。
苦しいけど、そこをがんばる。今やっておけば、
あとが楽しい。
親が仕事から「疲れた～」と帰ってきたら、それ
を子どもが見て、「大人って疲れるんだな、つまん
ないんだな」と思っちゃう。そうなると、多分、子
どもはあんまり夢を見なくなってしまいます。大人に
なってもいいことないんじゃないかと思ってしまう。
でもね、大人になると、めちゃくちゃ面白いよ。
僕は以前、東海テレビに出演したことがあります。
「夢のちから」という番組です。観てみましょう。
番組の主な内容：
ブラジルで貧しい生活を送っていたロドリゴさ
ん。日本に来た頃は、からかいやばかにされたこ
とも。みんなと友だちになりたい反面、友だちを
見返したい気持ちも。高校進学後、白血病を患い、
7ヶ月間闘病生活を送る。入院中、友だちからメッ
セージの書かれたサッカーボールを贈られ、退院後
はサッカーに打ち込み勉強にも励み、スピーチコ
ンテストで優勝の経験も。愛知県立大学に進学後
は、大学 2年生の時に豊田市で日本語教室を開く。
不況のあおりで、就職困難なブラジル人に採用面
接対策を施す。その後英会話教室を開く。将来は、
日本とブラジル、そして世界中の人のかけはしにな
りたいと考えている。
番組中に映っていた教室は、知り合いから借り
て、家族 4人で、ペンキを塗り、机を作って、開い
た教室です。大学 2 年生の時に開きました。
大学の学費は決まっていて、例えば、その金額
を100 円とすると、100 円で 5 科目とるのも、10 科
目履修するのも、自分の自由。だから、僕は、授
業をとりまくりました。どっちみち100円を払うなら、
100 円でできるだけのものを吸収したいな、という
貪欲さが僕には当時あって、いろいろ学びたいなと
思いました。インドネシア語、フランス語、スペイ
ン語、ラテン語等、履修しました。例えば、インド
ネシア語は、簡単なあいさつ程度しか覚えてはいな
いけれど、大学の先生に文化や習慣や生活につい
ての話が聞けたので、楽しかったです。その知識
をいつか先生になったときにつかえればいいな、と
思っていました。
2 年後は、オ スートラリアの大学院に進学しよう
と思っています。英語の教え方を学んだり、色々な
人に出会って、こんなこともできるということをまた
考え直したいです。そして、日本に戻ってきたら、
高校でサッカーを教え、そのあと、ブラジル人学校
を開きます。やろうと思っているのではなくて、僕
はやります。新しいブラジル人学校のスタイルを作っ
て、実行します。60 才になったら、マンチェスター
ユナイテッドの監督に。遠いし、難しいけど、今は、
60 才になったときには、そこにたどりつきたいとい
う夢があります。できる準備をちょっとずつやって
いきます。こんな僕の夢を、みなさん、どうぞ笑っ
て下さい。僕は、中学の頃は日本語がわからなかっ
たから、クラスの仲間に「将来教師になりたい」と
言ったら、「お前、無理でしょ」「日本語話せないじゃ
ん」「漢字書けないじゃん」と笑われました。でも
夢を叶えました。子どもも大人も、他人に笑われて
も夢を持って欲しいです。
自分の夢を公言すると、逆に自分にプレッシャー
になって、またがんばれますよ。人生は、自分次
第。自分がやりたいことを考えて、努力すれば、や
りきった感、達成感を味わえてより良い生活ができ
ると思います。若いみなさんは、まだまだ長い人生
がありますから、やりたいことやなりたいことを考
えて、それを実現するために今勉強をがんばりましょ
う。夢を叶えるために今がある。今がんばって、や
がては笑顔で過ごせるようになればいいんだよね。
またみなさんとどこかでお目にかかれることを楽
しみにしております。
